平成２５年度社会貢献活動推進協議会 会議概要
[日　時]　　平成２６年２月７日（金）13：30～15：00
[場　所]　　県庁１０階 労働委員会審問廷
[出席者]　　秋山会長、小林委員、永松委員、原委員、村西委員、山下委員

（１）「福井県県民社会貢献活動推進計画」の進捗について

　

会　長：ボランティア行動者率が高く出ているが、どのように抽出したのか。

事務局：これまでは、地域福祉課が県の単独調査をしていたが、やはり行動者率が高い結果になっていた。県は、全市町から人口比で対象者を抽出しているが、国は、対象地域を限定するなど、調査方法が異なることが原因と考えられる。
会　長：ライフプランセミナーの開催時期は、企業によってかなり違う。定年の２～３年前に、１回だけ実施する企業が多いが、若い時から複数回に分けて実施する企業もある。
　会　長：ＮＰＯの活動などに助成金を出している例はあるか。助成金を出さなくなると、その活動が終わってしまう例がある。
事務局：県としては、ＮＰＯの支援を行う中間支援ＮＰＯの育成を図っている。全県的にコーディネートできる、独力でＮＰＯへの支援ができる中間支援ＮＰＯを育てていきたい。
会　長：マッチングの場を設けて、ボランティアと団体を引き合わせるだけでなく、マッチングを支援する仕組みづくりや人材の育成に、お金をかけるべき。

　　　　　例えば、「介護施設は長時間、長期間活動のボランティアを求めるが、ボランティア希望者の意向と合わない」とのことであるが、５人程度のグループを作り、ローテーションでまわしていくといったシステムづくりまでの支援が必要。
　　　　　情報提供だけではなく、コーディネーターのトレーニングを行うなど、長期的な支援が必要と思う。
委　員：子育てマイスターなどは名前だけの人もいるのか。
事務局：子育てマイスターは、医師や保育士などの有資格者で、あらかじめ登録し、児童館など保護者が集まる場で子育てのアドバイスをしたり、市町等からの要請に応じて、子育てに関連した活動に参加してもらうものである。
（２）ボランティアと募集団体のマッチングについて
　委　員：（社会貢献活動支援ネットによるボランティア登録や情報提供について）

高齢者はインターネットを自分から見ることは少ない。受信したメールは見るかもしれないが、受け身的である。
　委　員：５～１０年間くらい経過しないと、シニア世代がインターネットを万全に使いこなすことはないのでないか。今は、電話や口頭による情報提供が必要。
　会　長：ボランティアの希望と団体の募集内容は合わないことが多い。最低賃金を支払うような方法も検討してはどうか。介護の仕事は、ボランティアでまわすのは大変。就労を作っていくことも考えたほうがいい。
介護施設などでは、少しのことでも、かなり人手が必要。業務内容を洗い出せば、配膳などの資格が不要な業務もある。千葉県柏市では、専門スタッフは専門の業務を、資格がなくてもできるものはワークシェアリングでまわしている特養施設が６つあり、広がってきている。
いまの６０代は、仕事もするし、ボランティアもするなどのバランスが大切。
　委　員：ボランティアの希望と団体の募集内容は合わないことは仕方ない。情報発信を積み重ねていくことが必要。
ボランティアは、施設職員の代替ではない。ボランティアには、施設入所者との触れ合いなどの良い面があるが、暗い感じのする施設には行きたくないし、長時間の活動も敬遠される。
また、現在は老人クラブへの加入者が少ない。昔とは、シニア世代の意識が違うということだろう。
　会　長：シルバー人材センターも、実際の仕事内容と、シニアがやりたい仕事が合わないことがある。
　　　　　　ボランティアができそうな内容を提示して募集する必要がある。そのためには、業務内容を分析し、ボランティアに頼めるものを決め、組み合わせ、シェアリングするシステムをつくる。ボランティアの意向に沿う形にして、仕事を組み合わせていく。県は、そのような仕組みづくりに関わっていくのが良い。
（３）アクティブシニアの社会貢献活動への誘導について
会　長：現在のライフプランセミナーは、健康管理・財産管理・夫婦関係の三本柱になっている。人生９０年の時代だから、定年を迎えても長い時間がある。内容の変更が必要である。
委　員：従業員個人だけでなく、企業そのものへの啓発活動も必要
会　長：社会全体を変えていくようなことが必要

委　員：企業として、社会貢献活動をしてほしい。そのことが、定年後の地元での社会貢献活動につながる。

　委　員：官公庁の職員などで、２枚目の名刺を持っている者も多い。仕事は２、３年で異動してしまうが、自分のやりたいことを継続的に実施したいと考えているのだろう。リタイヤ後も社会に貢献していく土壌になっている。
　委　員：所属する会社では、ＣＳＲとして地域の清掃活動を実施している。そのことが地域や住民とのつながりを意識させている。
　委　員：ボランティア休暇の取得に対して、前向きな企業が多かった。企業のＣＳＲ活動の促進も受け入れてもらえるだろう。
　会　長：労働関係、高齢者関係、ボランティア関係の部局が連携することで、アクティブシニアがライフプランを立てやすい仕組みや制度ができる。
会　長：社会貢献活動への誘導は、小学校や中学校などの、もっと早い時期から実施すべき。子どもたちに、まちのために（ごみ拾いなど）何ができるかを考えさせてリストアップし、実際に活動するなど、子どもの頃からまちづくりに関わっていくことが、将来、社会貢献活動や寄付につながると思う。

委　員：病気の子どもを預かってくれるような場があれば、女性は働きやすい。アクティブシニアが子どもを預かってくれるような仕組みがあると良い。　
高齢者との同居が少なくなっている現代では、高齢者にとっても生きがいづくりになるのでないか。女性にとっても、安心して働くことができる。
　会　長：必要なスキルの研修が必要だが、コミュニティで子育てと介護をするシステムを構築すると良い。

